
〈
鹿
肝
泰
春
氏
撮
影
〉

  

こ
ら
む   

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

⑥

  

歴
史
を
刻
ん
だ
『
宣
明
暦
』
と
「
珠
洲
」
無
き
非
日
本
地
図

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
、
今
の
北
朝
鮮
・
中
国
東
北
部
・
ロ
シ
ア
日

本
海
沿
岸
地
方
に
か
け
て
唐
の
支
配
下
の
「
渤
海
国
」
と
い
う
国
が

あ
っ
た
。
日
本
史
の
学
習
で
、
こ
の
国
が
対
岸
に
位
置
す
る
日
本
と

の
交
易
政
策
を
重
視
し
た
こ
と
は
学
ん
だ
が
、
さ
り
と
て
当
時
の
教

育
指
向
に
能
登
と
の
か
か
わ
り
の
地
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
か
っ
た

し
、意
識
さ
せ
ら
れ
る
教
育
指
導
の
観
点
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

後
年
、
史
書
『
日
本
三
代
実
録
』
に
、
平
安
３
年
・
つ
ま
り
西
暦

８
５
９
年
正
月
22
日
の
条
「
能
登
国
珠
洲
郡
に
、
渤
海
国
の
使
者

烏
孝
慎
以
下
百
余
人
が
来
着
し
た
と
い
う
報
せ
が
都
に
と
ど
い
た
。」

と
い
う
記
録
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。こ
の
こ
と
で
調
べ
て
見
る
と
、

近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
年
間
に
35
回
も
国
使
を
来
航
さ
せ

て
い
る
。
主
な
受
け
入
れ
港
と
な
っ
た
の
は
奥
能
登
で
は
外
浦
側
に

あ
る
志
賀
町
福
浦
港
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
渤
海
使
を
接
遇
す
る
客

院
や
施
設
が
設
け
ら
れ
、
の
ち
天
然
の
良
港
と
し
て
明
治
時
代
ま
で

北
海
道
と
大
阪
を
結
ぶ
北
前
航
路
の
重
要
な
寄
港
地
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
述
べ
た
い
趣
旨
は
、
珠
洲
に
来
着
し
た
烏
孝
慎
一
行
が
当

時
唐
製
作
の
新
方
式
暦
『
宣
明
暦
』
を
朝
廷
に
献
上
し
、
わ
が
国
の

正
式
な
暦
と
し
て
採
用
さ
れ
て
、『
貞
享
暦
』(

１
６
８
５
）
に
代

わ
る
ま
で
約
８
０
０
年
間
使
用
さ
れ
た
と
い
う
史
実
で
あ
る
。
厳
冬

期
の
珠
洲
の
荒
海
に
異
国
の
大
船
を
見
た
古
代
珠
洲
人
に
は
驚
き
で

あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
歴
史
を
刻
み
記
す
よ
す
が
と
な
っ
た
暦

の
顛
末
を
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
確
か
に

こ
の
『
宣
明
暦
』
の
伝
来
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
奥
能
登
も
大
陸

か
ら
の
新
し
い
文
明
を
受
け
入
れ
る
玄
関
口
で
あ
っ
た
こ
と
を
後
世

の
我
々
は
豊
か
に
認
知
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
北
ア
ジ
ヤ

の
平
和
構
築
時
代
と
い
わ
れ
る
未
来
志
向
の
今
日
的
状
況
に
お
い
て

お
や
！

　

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
逆
に
手
短
に
加
え
て
文
句
を
言
い
た
い
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
〝
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〞（
男
性

65
歳
・
女
性
60
歳
以
上
が
会
員
に
な
れ
て
、
乗
車
券
な
ど
の
割
引
の

あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
19
ペ
ー
ジ
を
開
か
れ
よ
。
我
が
珠
洲
は
紙
外
彼

方
・
日
本
海
に
沈
下
。
奥
能
登
線
廃
止
で
Ｊ
Ｒ
と
は
直
接
関
係
が
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
何
を
か
言
わ
ん
や
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
地

図
に
非
ず
！
！        　
　
（
押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉）

　

※
追
記
補
説　

地
図
の
不
備
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
原
稿
を

提
出
し
た
後
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
クN

O
.6
2

の
20
ペ
ー
ジ
に
珠
洲
部
分

を
延
長
し
追
図
さ
れ
る
。
一
件
落
着
。
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３
月
26
日
〜
28
日
靖
国
神
社
境
内
で

千
代
田
区
さ
く
ら
祭
り
に
珠
洲
商
工
会

議
所
の
「
物
産
展
」
が
出
店
し
、地
酒
、

わ
か
め
、
塩
な
ど
の
珠
洲
特
産
品
を
販

売
、
28
日
「
東
京
で
能
登
の
祭
り
を
や

ろ
う
会
」
が
キ
リ
コ
祭
り
が
初
登
場
、

大
勢
の
能
登
出
身
者
も
桜
見
か
た
が
た

訪
れ
久
し
ぶ
り
の
故
郷
の
祭
り
を
楽
し

キ
リ
コ
祭
り
靖
国
神
社
に
ご
奉
納

ん
だ
。
地
元
か
ら
駆
け
付
け
た
勇
壮
な

馬
緤
キ
リ
コ
太
鼓
が
来
場
の
観
客
を
魅

了
し
た
。

　

地
元
か
ら
は
、
今
井
欽
次
珠
洲
商
工

会
議
所
会
頭
、
茅
山
一
男
珠
洲
市
議
会

議
長
、
重
政
靖
之
の
と
す
ず
な
り
理
事

長
ら
が
上
京
、
首
都
圏
の
ふ
る
さ
と
会

か
ら
東
京
珠
洲
会
谷
克
巳
会
長
、
さ
い

た
ま
石
川
県
人
会
安
田
正
会
長
、
東
京

輪
島
会
坂
本
哲
副
会
長
や
石
川
県
人
会

西
喬
事
務
局
長
、
石
川
県
東
京
事
務
所

松
原
公
慈
所
長
ら
が
激
励
に
訪
れ
た
。

　

夕
刻
境
内
を
２
時
間
余
り
巡
行
し
、

本
殿
に
参
拝
し
た
後
来
年
も
キ
リ
コ
祭

り
に
集
ま
る
こ
と
を
誓
い
散
会
し
た
。
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「
す
ず
ろ
も
の
が
た
り
」（
昭
和
33
年
２
月
発
行
か
ら
）

　

今
は
昔
の
は
な
し
・
ほ
そ
か
わ
秋
堂　
（
そ
の
６
）

　
　

（
炉
端
、
焚
き
火
に
あ
た
り
つ
つ
声
を
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

│
ほ
れ
か
ら
能
登
弁
の
項

│　

　

ほ
れ
か
ら
。
と
う
と
う
一
昨
年
（
お
と
と
し
）
農
地
改
修
で
農

道
を
立
派
に
つ
け
て
し
も
た
け
ど
大
体
こ
の
不
動
農
道
の
道
順
に

昔
ｱ
飯
塚
か
ら
馬
に
ほ
だ
（
※
木
骨
）
か
つ
が
へ
て
（
荷
せ
て
）

蛸
島
ま
で
通
っ
た
路
が
チ
ャ
ー
ン
と
あ
っ
た
が
や
ぞ
け
…
…
。
世

の
中
ｱ
変
わ
る
も
ん
や
け
の
…
…
。

　

御
滝
不
動
様
も
、
あ
ん
た
、
ご
本
尊
様
ｱ
、
石
で
彫
っ
た
不
動

明
王
さ
ま
や
ん
け
、
誰
一
人
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
た
こ
と
を
知
ら

ず
、
川
尻
の
小
畠
爺
さ
ま
と
上
戸
の
中
谷
爺
さ
ま
と
二
人
同
じ
夢

を
何
辺
も
見
た
が
や
や
て
て
、
こ
の
二
人
の
爺
さ
ま
ら
っ
ち
ｱ

云
っ
と
っ
た
わ
け
、
ほ
れ
で
、
お
か
し
い
な
と
思
い
思
い
夢
見
た

あ
た
り
を
掘
っ
た
ら
そ
の
通
り
、
今
の
不
動
石
佛
さ
ま
が
出
て
き

た
が
や
け
。
あ
ん
な
と
こ
に
昔
ど
う
し
て
誰
が
お
祭
り
し
た
も
ん

か
…
…
。
結
局
、
書
い
た
も
ん
も
な
し
。
人
の
云
い
傳
へ
を
本
当

に
し
て
行
く
ほ
か
仕
方
な
い
の
け
…
…
。
あ
の
不
動
さ
ま
ｱ
黒
滝

城
主
さ
ま
の
陣
中
の
守
り
本
尊
さ
ま
や
っ
た
て
て
云
う
と
る
が
や

け
の
…
…
。

　

何
に
し
て
も
あ
の
山
畑
か
ら
要
害
あ
た
り
一
面
の
高
台
上
っ
て

見
さ
っ
し
ま
、
そ
う
高
も
な
い
が
に
内
浦
の
全
部
が
望
ま
れ
て
何

と
も
い
わ
れ
ん
良
い
眺
め
や
わ

け
。
気
も
心
も
美
し
い
が
に
し

て
ほ
れ
か
ら
不
動
さ
ま
（
今
の

大
聖
院
）
に
参
っ
て
戻
ら
し
け

の
、
俺
ア
昨
年
（
き
ょ
ね
ん
）

の
暮
れ
に
櫻
の
木
百
本
植
へ
と

け
、
吉
野
の
櫻
け
の
。（
未
完
）

　
「
今
は
昔
の
は
な
し
」
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
、
能
登
弁
を

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
か
。
古
老
の
新
保
貞
吉
さ
ん
の
語
り
口
に
ジ

イ
ジ
（
お
爺
さ
ん
）
や
ト
ー
ト
（
お
父
さ
ん
）
を
思
い
出
さ
れ
た

方
、
か
っ
て
の
能
登
の
暮
ら
し
や
風
景
を
思
い
出
さ
れ
た
方
も
お

い
で
る
の
で
は
…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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でで

きき

ごご

とと

  

◉
ふ
る
さ
と
案
内

　

５
月
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
「
深

紅
の
旅
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

能
登
半
島
の
各
地
で
古
く
か
ら
植
栽

さ
れ
て
い
る
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

が
５
月
上
旬
、
燃
え
る
よ
う
な
深
紅

の
花
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
ま
す
。  

　

各
家
の
庭
で
大
事
に
手
入
れ
さ
れ

て
い
ま
す
が
、今
年
も
開
花
の
期
間
、

庭
を
一
般
に
解
放
し
て
い
ま
す
。

  

■ 

能
登
丼
が
ぞ
く
ぞ
く
首
都
圏
に
登
場 

■

　

今
年
１
月
に
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
「
全
国
丼
大
会
」
に
レ
ス
ト
ラ
ン

浜
中
（
上
戸
町
）
が
コ
ウ
バ
コ
丼
を
引
っ
さ
げ
て
能
登
丼
が
首
都
圏
に
初
登

場
し
、
そ
の
後
３
月
に
は
、
伊
勢
丹
相
模
原
店
や

池
袋
西
武
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
「
金
沢
・
能
登

展
」
で
、庄
屋
の
館
、古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
典
座
（
三

崎
町
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
が
出
店
し
、
能
登
牛
ス

テ
ー
キ
丼
、
ぶ
り
照
り
焼
き
丼
、
牡
蠣
丼
な
ど
を

提
供
し
た
。
能
登
の
食
材
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
丼
に
首
都
圏
の
グ
ル
メ
を
唸
ら
せ
た
。

  

◉
東
京
で
の
ふ
る
さ
と
行
事
案
内

   
石
川
県
人
会 

総
会
・
新
年
祝
賀
会

　

総
会
の
開
会
の
辞
に
立
っ
た
石
田
寛
人
会
長
は
、
新
年
に
あ
た
り
「
各
ふ

る
さ
と
会
、
学
校
同
窓
会
、
同
好
会
な
ど
と
の
連
携
を
強
め
、
親
し
み
や
す

い
県
人
会
を
目
指
し
た
い
。
い
し
か
わ
県
人
祭
や
交
流
会
へ
積
極
的
に
参
加

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
収
支
報
告
や
事
業
計
画
な
ど

  

大
相
撲 

平
成
二
十
二
年
三
月
場
所 

成
績

幕
下
東
三
二 

玉
大
輝 

片
男
波 

四
勝
三
敗 

久
山　

毅

 
 

能
登
町 

（
金
沢
市
工
高
）

幕
下
東
四
四 

坂　

口 

玉
ノ
井 

五
勝
二
敗 

坂
口
靖
幸

 
 

珠
洲
市 

（
金
沢
市
工
・
東
洋
大
）

幕
下
東
四
五 

松　

緑 

阿
武
松 

二
勝
五
敗 

藪
下
哲
也

 
 

能
登
町

三
段
目
東
二
五 

寺　

下 

阿
武
松 

六
勝
一
敗 

寺
下
隆
浩

 
 

能
登
町 

（
金
沢
市
工
・
東
洋
大
）

三
段
目
東
五
一 

能
登
東 

玉
ノ
井 

二
勝
五
敗 

三
瀬
功
太

 
 

能
登
町 

（
金
沢
市
工
高
）

三
段
目
西
五
七 

駿　

馬 

間
垣 

二
勝
五
敗 

中
板
秀
二

 
 

珠
洲
市 

（
飯
高
・
杏
林
大
）

序
二
段
西
二 

能
登
櫻 

阿
武
松 

三
勝
四
敗 

島　

和
也

 
 

能
登
町 

（
金
沢
東
高
）

序
二
段
西
六
一 
木
谷 

春
日
野 

二
勝
五
敗 

木
谷　

稔

 
 

能
登
町 

同窓会出席連絡先（新規加入者歓迎）
表法律事務所　03-3862-9974

●日時 ５月２２日（土）
　　　  11:00 ～ 14:30 
●場所  グランドアーク半蔵門
　　　   千代田区隼町１番１号
　　　　  （半蔵門駅徒歩２分  麹町駅徒歩７分）
●会費   8,000円

飯田高等学校同窓会

特別講演   東京純心大学学長

「現代アメリカの明と暗」

～東京支部総会・懇親会～

松尾 弌之 氏（12回生）

石川県立

  

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
写
真
・
盆
栽
展
示
会

　

３
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
、
新
宿
御
苑
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
能
登
の
愛
好

家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
」
を
早
咲
き
さ
せ
て
展
示
会
が
行
わ
れ

た
。
一
足
早
い
ツ
ツ
ジ
の
展
示
会
に
入
苑
者
が

足
を
止
め
て
会
場
を
訪
れ
深
紅
に
咲
き
揃
っ

た
盆
栽
を
観
賞
し
た
。
新
宿
御
苑
苑
長
は
、
の

と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
魅
力
に
引
か
れ
て
期

間
中
に
３
度
も
訪
れ
る
な
ど
首
都
圏
の
ツ
ツ

ジ
愛
好
家
達
を
大
い
に
堪
能
さ
せ
た
。

４
月
13
日
（
火
）〜
19
日
（
月
）
於
・
そ
ご
う
千
葉
店

 

「
加
賀
百
万
石
金
沢
・
能
登
の
美
味
と
美
技
」

 

（
加
賀
能
登
の
れ
ん
会
）
０
７
６
│
２
３
２
│
０
１
７
１

５
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

 

東
京
珠
洲
会
総
会

 

御
徒
町
吉
池
ビ
ル　

池
田
屋

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

 

谷
克
巳
会
長　

０
３
│
３
８
２
１
│
０
５
４
０　

ま
で

５
月
19
日
（
水
）〜
25
日
（
火
）
於
・
さ
い
か
屋
川
崎
店

 

「
第
１
回
加
賀
・
能
登
・
金
沢
物
産
展
」

 

（
加
賀
能
登
特
産
名
品
会
）
０
７
６
│
２
３
８
│
６
９
６
１

５
月
22
日
（
土
） 

11
：
00
〜
14
：
30 

於
・
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

 

「
飯
田
高
等
学
校
同
窓
会
」

 

（
表
法
律
事
務
所
）
０
３
│
３
８
６
２
│
９
９
７
４

６
月
４
日
（
金
）〜
５
日（
土
）
石
川
県
人
会
「
郷
土
訪
問
旅
行
」

 

金
沢
・
百
万
石
祭
り

 

〜
封
国
祭
・
百
万
石
行
列
と
湯
涌
温
泉
の
旅

前
田
名
誉
会
長
の
乾
杯

（
中
央
） 

来
賓
参
加
の
水
元
英
樹
珠
洲
副
市
長

の
議
案
を
審
議
し
、
新
役
員

を
選
出
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
新
年

祝
賀
会
」
で
は
、
能
美
町
出

身
の
俳
優　

吉
野
悠
我
さ
ん

が
望
郷
石
川
「
あ
の
人
に
会

い
た
い
」
を
熱
唱
し
開
会
し

た
。
来
賓
の
祝
辞
で
は
、
知

事
、
国
会
議
員
ら
に
続
き
、

珠
洲
市
長
代
理
の
水
元
副
市

長
も
祝
辞
を
述
べ
た
。
参
加

者
は
故
郷
の
食
材
で
調
理
さ

れ
た
料
理
と
地
酒
を
頂
き
な

が
ら
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
や
北

脇
貴
士
さ
ん
の
相
撲
甚
句
な

ど
の
余
興
や
抽
選
会
を
楽
し

ん
だ
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

能
登
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
連
絡
協
議
会

　

鳳
珠
郡
能
登
町
天
坂
乙
１
│
字
８
３　

0
7
6
8
-7
6
-1
3
3
1

珠
洲
商
工
会
議
所

　

珠
洲
市
飯
田
町
１
│
１
│
９　

0
7
6
8
-8
2
-1
1
1
5

〈
珠
洲
市
大
谷
町
・
池
上
邸
〉



「
東
京
メ
ト
ロ
沿
線
だ
よ
り
」
２
０
１
０
年
３
月
号
よ
り
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事 務 局 か ら
　

靖
国
神
社
奉
納
の
キ
リ
コ
祭
り
に
は
沢
山
の
能
登
出
身
者
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
行
事
と
は
別
に
参
拝
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
〝
父
（
祖
父
）
が
能
登
出
身
で
靖
国
に

ご
祭
神
に
な
ら
れ
て
い
る
の
で
…
…
〞
と
お
声
を
掛
け
ら
れ
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
何

十
年
ぶ
り
に
会
え
た
郷
里
出
身
の
方
も
お
ら
れ
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

各
方
面
の
ご
協
力
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
キ
リ
コ
祭
り
が
東
京
に
定
着
す
る
こ
と
を
念
じ
る
ば
か

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

光
眞
）

石
川
県
出
身
者
の
皆
さ
ん
全
員
が
〝
観
光
大
使
〞

奥
能
登
応
援
団
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
れ
ば
優
待
が
受
け
ら
れ
ま
す
！
！


